
研修科目 教育（日本語教育、母語教育、幼児教育、多文
化共生） 

分野 その他（日本語教育、母語教育、幼児教育、多文化共

生） 

コース No. NL11 

研修種別 長期（91 日以上、9 か月以内） 

上期・下期 上期 

来日日 5/12 

帰国日 12/1 

提案団体 特定非営利活動法人可児市国際交流協会 

提案 URL freviakani.jp 

現職・資格・知識 ・特に資格は問わないが、日本語教育や子どもの教育に関心がある

こと 

・自立した生活ができる程度の日本語コミュニケーション力がある

こと 

・コミュニティとの接触をはかり現状を把握しようとすること 

・パソコンのワードやパワーポイントができること 

経験年数 実務経験 1 年以上 

日本語能力 N3 

ポルトガル語・スペイン語

能力 

ポルトガル語（母語） 

① 目標 ◇可児市及び周辺地域の日本語教育の現状を知り指導法を学ぶ 

◇子どもの日本語指導について学ぶ 

◇子どもの母語継承語について可児市の取り組みを知る 

② 成果  

◇交流型の日本語指導が習得できる 

◇子どもの日本語指導が習得できる 

◇子どもの母語継承語指導が習得できる 

 

③ 計画（内容） ・可児市及び可児市国際交流協会の取り組みを知り、在住ブラジル

人の現状を知る 

・在日ブラジル人子弟の日本語教育支援や学習支援についての研修 

・在日ブラジル人子弟の母語指導教室での研修 

・日本語初期指導教室や市内小中学校、県立特別支援学校の見学 

・ブラジル文化の紹介などプレゼンテーションの研修（小学校等で

の文化紹介） 

・日本語教室や母語指導教室での実習研修 

本研修実施の意義 

現地日系社会への裨益効果 

応募者が、日系人として日本に暮らす日系人に関わる仕事や活動を

されているのであれば、来日した人たちの「日本語教育」の現状を

知り、地域の日本語教室の活動を通じて日系社会における「日本語」

の継承や日本語継承の必要性などを学ぶことができる。また、可児

市は外国人集住地として知られており、学校現場において１０％の

外国籍の児童生徒がいることから可児市の外国人の子供の学習保障

事業に取り組む様子や当団体の「学校外」での子どもの支援の様子

を学ぶことができブラジルに帰国した子どもたちへの支援などにつ

なげることができる。 

備考 

 

 

 

 


